
↑楽器、音楽、自然の循環をイメージしたロゴ ↑ライブハウスでの賛同アーティストとのイベント

協賛アーティスト

五陸守:KOHEI:氷置晋:啓~haru~:中西良太:yuki:稲田一馬:TG PROJECT 

　　マホガニーは、昔からギターやドラム等、さまざまな楽器や高級家具に用いられており、 six needle club:THE WAGON:Ms.local crimbers:世界妄想オーケストラ:marvelin vain

　　その需要の多さに枯渇が深刻となっています。現在南米産のマホガニーはワシントン条約により、 seis fugones:Bloomin'Bird:RAYDER:stera:magical stork 順不同。他全国200人の賛同者

　　取引が規制されています。 協賛企業等

　　それでも現在、違法な伐採は進み、現地住民との間で抗争をもひきおこしています。 鶴見緑地公園:尼崎Deepa:京橋ism:天王寺Fireloop:神戸WYNTER LAND:船場club MARCURY

　　現在楽器業界でも、他産地のマホガニーに類似した木材を使う等を行っておりますが、 江坂MUSE:神戸Mersey Beat:アメリカ村AtlantiQs:アメリカ村CLAPPER 順不同。(6月現在)

　　それは森林の再生や、継続的な木材市場の発展には繋がりません。 SwE主催イベント

　　私達の業により枯渇・絶滅に瀕する樹木・生物を守り、育て、そして使っていくこと。 3/9 musical forest,chapter:01＠尼崎Deepa   5/7 musical forest,chapter:02@尼崎Deepa

　　現地農家との連携による継続的な植林。それが私達にできる恩返しだと、SwEは考えています。 毎月第3土曜 鶴見緑地公園野外フリーイベント SwEスタディーライブ 等、今後多数開催予定

                          NPO法人SESSION with EARTH
～NPO法人SESSION with EARTH(SwE)概要～

・NPO法人SESSION with EARTH(SwE)は、現在枯渇が深刻となっている、楽器製作に用いられる木材の植樹支援基金を行うことにより、音楽愛好家の環境

意識を高める事を目的とし、2010年11月に設立。

2011年1月より、関西各地のライブハウスにて協賛アーティストと共に南米マホガニー植林募金活動を行い、4か月の活動でおよそ南米マホガニーの木100本

分にあたる寄付金を集め、同年8月に代表の都谷が現地ブラジル・アマゾン流域の町トメアスへ渡航、提携団体と視察・植樹活動を行った。

・各地ライブハウス募金で集まった寄付金は全額、提携団体NPO法人Wildlife Research Society(野生生物を調査研究する会)を通し、トメアス農業生産者協

会と提携した、マホガニーを含むアグロフォレストリー植林事業に用いられ、現地ブラジルの貧困層の農家に定期的な収入を得られるよう技術提供を行うと共

に、アマゾン流域の森林再生を目的とした事業に用いられる。

↑現地農家への植樹技術支援(Wildlife Research Society)↑マホガニーの苗木

　　南米マホガニーとは？

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%9B%E3%82%AC%E3%83%8B%E3%83%BC


NPO法人Wildlife Research Sociaty(野生生物を調査研究する会)

『アグロフォレストリー』とは

～SwEライブハウス募金の寄付金の流れ～

～提携先植林団体概要～

１９９２年（平成４年）に発足し、１９９９年（平成１１年）に法人格を取得。

日本国内では「特定非営利活動法人 野生生物を調査研究する会」という名称で活動している。

自然観察会、河川流域の調査活動、里山保全活動、観察会、出版活動、国際協力などを通して環境啓発活動を行っています。

２００３年（平成１５年）、ＪＩＣＡの草の根支援を受けて、ブラジル国トメアスで調査に基づき環境教育のテキスト作成、環境教育の実

践、そして世界に残された数少ない熱帯雨林を保全するインストラクターの養成と未来の架け橋になる子どもちと「アマゾン自然学校」プ

ロジェクトを実施。その後も、アグロフォレストリー植林事業など地球温暖化防止に向けての熱帯雨林の保全に取り組んでいます。

WRSの『国際協力』とは

現在世界中で最も注目されている植林技術であり、その方法は地

域に適した多種多様な樹木や農作物を、計算された間隔で植える

ことで自然の生態系を崩すことなく農業を行う方法。

森林破壊が深刻化する現代においてこの技術は『森をつくる農

業』として現地農家の収入面と生産性を確保できる技術であると

大手食料品メーカー等がアグロフォレストリーにより生産された

原料を導入しています。
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【マホガニーって？】

【SwEのライブハウス募金】

・奈良発シンガーソングライター。

・2006年、NHKのど自慢奈良大会でチャンピオンに。

SESSION with EARTH

・南米マホガニーは、昔からギターやピアノ等、様々な楽器や高級家具に用い

られており、その需要の多さに乱伐が進み、枯渇が深刻となっている樹木で

す。計画性の無い違法な伐採はアマゾン流域の森林生態系をも脅かし、多くの

生物が絶滅の危機に瀕しています。

・NPO法人SESSION with EARTH(SwE)のマホガニー植林募金は、関西の

注目アーティストや、生の音を提供し続けるライブハウスの協力を得る事で行

われ、集まった寄付金は全額を現地で活動する植林団体に基金寄付する事で、

マホガニー植林をはじめとしたアマゾン流域の森林保護活動に用いられます。

・2011年、東日本大震災を受け学生仲間と共に路上でのチャリティーライブを継続的に行う。

　奈良もちいど商店街でのチャリティーイベントでは中西圭三氏と共演。

・現在、視覚障がい者の自立支援等ボランティアに携わる傍ら、NPO法人SESSION with

　EARTH　のタイアップアーティストを務め、

　楽器製作に用いられる木材『マホガニー』の植林支援チャリティーライブ等を行う。
SwEケータイサイトへアクセス→

～氷置 晋Profile～








